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編集後記
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　本誌の扉で，坂井春男教授に，「一度世に出た文章を消すことはできないこと，そ
して，一言一句で書き手の本質が見抜かれてしまう…」と書かれてしまうと，私のよ
うな小心者（chicken）の筆は，怯えてしまって，一歩も進まなくなってしまう．ただ，
ここは，本誌の中では視聴率一桁に間違いない（編集部の方，事実誤認があればご容
赦を）編集後記と高をくくって，「書き手のレベルがわかってしまう」文章を書かせ
ていただく．
　Evidence 一色の現在の医学において，経験的，非定量的，descriptive な記載という
「文学」のごく普通の手法が極めて冷遇されていることは言うまでもない．そんな論
文は，エッセイであり，天地がひっくりかえっても，Lancet や NEJMに掲載される
ことはない．もちろん，いわゆる narrative based medicine のように，これを止揚しよ
うという試みもあるが，これは，臨床的な技術であり，医学論文における記述の方法
としては，市民権を得ていない．
　医学が科学の一部門を担っていることは，誰も否定しない．その科学のあり方は，
ここ数年，構造主義者により批判されたり，認知論からその正当性に疑念が投げかけ
られたりしている．しかし，例えば，本誌の小泉先生の総説などを見ても，データか
ら仮説，そして，その検証へと向かう論理的構造は，現代の科学に携わる私たちに
とって，唯一信頼できるロジックである．
　しかし，一方で，その科学から生まれた最も誇るべき成果であった「原子力発電の
安全神話」が粉々に壊れた時，2つの批判があった．それは，都合の良い事実という
点を線で結びつけてきた恣意性の問題，そして，こちらのほうが深刻であるが，観測
されたデータから帰納（induction）によって確証性を導く現代科学の根本的な欠陥で
ある．もちろん，非線形の科学というものもあるが，これは帰納法であり，不連続な
現象を説明しようとする点で，帰納法を脱していない．
　なにやら，面倒なことを述べたが，科学の一番に大切な条件は，反証可能性を内包し
ていることである．それが，弁証法的に科学が発展する拠り所である．また，医学のよ
うに，社会との接触面が広い科学においては，適切な反証性がなければ，原発による被
害に匹敵する災厄を無辜の人々にもたらすことを，私たちは思い知らされてきた．
　健全な批判精神は，非難ではなく，科学の絶対的要件である反証可能性を引き出す
ために必須のものである．そうした視点から論文を読み込むと，「文学」とは違うも
の，数値の裏に隠された「意図」や，本来，サイエンスにはそぐわない descriptive な
記述が見えてくる．ある意味，良い読み応えのある論文は，そうした批判的吟味の楽
しみを読者に与えてくれる．本号にも，多くのそうした論文が掲載された．

寳金　清博
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